
新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

 
第

１
７

６
８

回
 

 
 

 

行
仙

宿
行

仙
宿

行
仙

宿
行

仙
宿

で
の

で
の

で
の

で
の

作
業

体
験

研
修

作
業

体
験

研
修

作
業

体
験

研
修

作
業

体
験

研
修

( 新
入

社
員

教
育

新
入

社
員

教
育

新
入

社
員

教
育

新
入

社
員

教
育

のの のの
一

環
一

環
一

環
一

環
) 

 

◇
実

施
日

；
平

成
２

６
年

５
月

３
１

日
( 土

) ；
快

晴
 

６
月

１
日

日
( 日

) ；
快

晴
・

朝
気

温
１

８
℃

 

◇
参

加
者

；
川

島
    

功
、

沖
﨑

吉
信

、
前

田
 

正
、

生
熊

敏
男

、
 

 
 

 
 

青
木

宏
充

、
瀧

本
昭

太
郎

、
河

野
芳

宏
、

城
内

隆
夫

、
 

大
江

加
予

子
、

畑
林

清
子

。
の

１
０

名
。

 

㈱㈱ ㈱㈱
斉
藤
鉄
工
所

斉
藤
鉄
工
所

斉
藤
鉄
工
所

斉
藤
鉄
工
所

；
南
馬

南
馬

南
馬

南
馬

広
貴

、
稲
田

稲
田

稲
田

稲
田

任
那

、
竹
本

竹
本

竹
本

竹
本

闘
生

、
 

中
村

中
村

中
村

中
村

主
樹

、、 、、
斉

藤
 

維
，

山
下

裕
幸

、
反

橋
孝

也
、

 

三
井

幹
雄

。
の

１
１

名
 

フ
ジ

ポ
リ

マ
ー

㈱
；

林
田

 
健

、
佐

々
木

悠
介

、
藤
林

藤
林

藤
林

藤
林

宏
彰

。
 

の
３

名
。

尚尚 尚尚
、、 、、
太
字

太
字

太
字

太
字
はは はは
新
入
社
員

新
入
社
員

新
入
社
員

新
入
社
員
。。 。。

 
 

 
 

計
２

１
名

 

 

山
路

の
サ

ー
ク

ル
Ｋ

で
新

宮
組

と
６

時
１

５
分

合
流

。
両

車
共

背
負

子

１
１

台
、

山
上

さ
ん

寄
贈

の
毛

布
１

２
枚

、
食

料
・

食
材

等
で

満
杯

。
 

初
参

加
の

前
田

氏
と

同
級

生
・

城
内

氏
を

御
浜

町
萩

内
で

同
乗

さ
せ

る
。
 

池
原

公
園

で
ト

イ
レ

休
憩

す
る

た
め

駐
車

す
る

と
、

大
阪

を
４

時
半

過

ぎ
に

出
発

し
た

河
野

氏
が

待
機

さ
れ

て
お

り
合

流
。

 

フ
ジ

ポ
リ

マ
ー

㈱
の

宿
泊

先
、

下
北

山
村

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

「
や

す

ら
ぎ

」
に

７
時

２
０

分
頃

に
着

く
。

 

予
定

よ
り

早
い

が
玄

関
ロ

ビ
ー

に
入

る
と

、
宗

(
む

ね
)  

正
憲

代
表

取
締

役
、

米
沢

滋
之

企
画

開
発

部
長

様
が

居
ら

れ
名

刺
交

換
後

、
参

加
者

を
ロ

ビ
ー

に
招

き
入

れ
自

己
紹

介
を

行
う

。
宗

社
長

と
三

井
さ

ん
が

懇
意

に
さ

れ
て

お
ら

れ
参

加
す

る
事

に
な

っ
た

。
宗

社
長

は
ヘ

ル
ニ

ア
の

た
め

米
沢

部
長

と
登

山
口

ま
で

同
行

さ
れ

る
と

の
こ

と
。

 

宿
泊

先
を

出
て

、
池

峰
公

園
の

明
神

池
辺

り
を
ゆ

っ
く

り
進
む

と
制
服

姿
の

㈱
斉

藤
鐵
工
所

の
方
達

が
見
学
？

待
機
？

さ
れ

て
い

る
。

 

昨
夜

、
五
条
市

に
宿

泊
さ

れ
、
十
津

川
村
経
由

を
吉

野
・

上
市
経
由

に

変
更

し
た

と
の

事
。

池
神

社
横

の
路
端

で
自

己
紹

介
を

行
う

。
又

、
両

社

よ
り

宿
泊

・
食

事
代

等
の

御
礼

を
頂
戴

す
る

。
 

沖
崎

車
を

先
導

に
８

台
連

な
っ

て
、
蛇

行
す

る
４

２
５
号
線

を
辿

る
。

 

新
緑

の
濃

い
大

峰
主
稜
線

が
望

ま
れ

る
と
程

な
く
未
舗
装

の
四

の
川

林

道
を
辿

り
、
右
手

に
赤

い
階
段

が
見
え

る
登

山
口

に
８

時
半

頃
に

着
く

。
 

荷
を
降
ろ

す
車

や
転

回
場
所
も
混
み
各

車
路
端

の
駐

車
に
手
間

取
る

。
 

㈱
斉

藤
鐵
工
所

、
フ

ジ
ポ

リ
マ

ー
㈱

の
方

に
は

、
背

負
子

を
提
供

し
、
砂

１
０
袋
（

１
袋
約

１
０
㎏
）
、
毛

布
４

枚
梱
包

の
３
個

、
食

料
・
食

材
及
び
缶

ビ
ー

ル
箱

等
を
各

自
分
担

し
、

背
負

子
に
紐

、
ゴ
ム
紐

で
縛

り
方

を
教
え

な

が
ら
付
け

る
。

新
入

社
員
(
以

後
新
人

と
記

す
)
の

大
半

は
、
砂

２
袋

を
背

負

う
事

に
な

る
。
荷
作

り
を
終
え

た
時
点

で
集

合
し

、
登

山
口

で
待

機
し

て
い

た
青

木
、

瀧
本

さ
ん

の
紹

介
と
気
温

が
高

く
体
調

が
悪

い
と
思

っ
た

時
は

早

め
に
申

出
す

る
こ

と
、

お
互

い
助
け

合
っ

て
登

る
事

等
を
注

意
す

る
。

 

８
時

５
０

分
川

島
先
導

で
新
人

組
が
揃

っ
て

登
る

。「
第

１
ベ

ン
チ
迄

１

５
分
位
だ

が
一
番

き
つ

い
登

り
だ
ぞ

、
頑
張

れ
！

」
と

、
登

り
始

め
に
在

る
湧

き
水

に
喉

を
潤

す
。
約

２
０
㎏
強

背
負

っ
て

い
る

の
で

、
次

第
に
遅

れ
る

者
も

い
る

。
「
追

着
こ

う
と

せ
ず

自
分

の
ペ

ー
ス

で
登

れ
！

」
、
全
員

第
一
ベ

ン
チ

で
小

休
止

し
日
射
病
も
懸
念

さ
れ
水

等
を
飲

ま
せ

る
。

 

２
０
㎏
強

を
担

い
だ

斉
藤

氏
は
限
界
だ

と
荷

を
代
わ

る
。

こ
れ

ま
で

広

葉
樹

と
植

林
帯

の
道
だ

っ
た

が
、
浦
向
道

の
分
岐
か

ら
は
低

木
で
直
接

日

差
し

を
浴
び

る
尾
根
道

と
な

る
。
約

１
５

０
ｍ

で
第
二
ベ

ン
チ
だ
ぞ

、
少
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し
遅

れ
も
あ

る
が
汗
び

っ
し
ょ

り
で

第
二
ベ

ン
チ

に
着

く
。
歩

き
始

め
に

比
べ

て
山
道

に
慣

れ
た

様
で

、
少

し
遅

れ
気
味
だ

っ
た

新
人
も

、
へ

こ
た

れ
る

こ
と

な
く
到

着
。
べ

ン
チ

は
、

木
陰

で
涼

し
い
風

が
心
地
良

い
。

 

河
野

さ
ん

の
荷

は
、

大
ク

ー
ラ

ー
に
缶

ビ
ー

ル
２
箱

と
氷

が
入

っ
て

い

て
３

０
㎏
弱
あ

り
、
今

日
の
メ

ン
バ

ー
で
一
番

の
強
力

で
あ

る
。

三
井

さ

ん
新
人

に
担

い
で
見
ろ
！

、
重

た
い

。
担
げ
そ

う
だ
ぞ
担
げ

と
の
声

に
駄

目
・
無
理

と
言

う
。

 

 
 

登
山

口
で

の
㈱

斉
藤

鐵
工

所
の

方
達

 
 

第
二

ベ
ン

チ
は

近
い

ぞ
、

頑
張

れ
 

第
二
ベ

ン
チ

を
過

ぎ
Ｎ
ｏ

２
１
鉄
塔

下
迄

登
る

と
後

は
上

り
も
少

な
い

９
時

４
５

分
行
仙

宿
に

着
く

。
 

良
く
頑
張

っ
た

と
握
手

で
迎
え

る
。

し
ば

ら
く

待
つ

が
青

木
、

沖
﨑

さ

ん
が

着
か

な
い

、
何
人
か
迎
え

に
行

く
。

 

そ
の
間

、
行

者
堂

の
前

に
幟

を
５

本
立

て
る

。
全
員

が
揃

い
生

熊
さ

ん

導
師

に
皆

さ
ん

の
峰
中
安
全

と
玉
岡

前
代

表
の

早
期

快
癒

を
祈
願

し
て
勤

行
す

る
。

 

１
０

時
２

０
分

頃
よ

り
新
人

組
は

、
前

田
・

川
島

と
水
汲
み
へ

。
 

沖
﨑

・
大

江
・

畑
林

さ
ん

の
賄
方
以
外

の
者

は
、

役
職

組
と
小
屋
か

ら

行
仙
岳
側

の
坂

上
に
あ

が
り

、
左
斜
面

の
伐
採
済
み
間
伐

材
の
枝
落

し
と

滑
車
及
び

ロ
ー
プ

で
尾
根
へ

の
引

上
げ
作
業

に
携
わ

る
。

 

新
人

は
、
水
汲
み

後
の
戻

り
の
急
階
段

に
、

き
つ

い
と
言

い
な

が
ら
若

い
だ
け

に
ペ

ー
ス

が
速

く
、
付

い
て

登
る

の
は

や
っ

と
で
あ

る
。
命

の
水

の
大
切

さ
を
痛
感

し
て

く
れ

た
と
思

う
。

 

水
汲
み

後
、
薪
割

り
、

木
杭
作

り
の
作
業

を
す

る
。

や
っ

て
み

せ
、
言

っ
て
聞
か

せ
て

、
や

ら
せ

て
み

た
が

、
ヨ
キ

で
の

木
杭

の
先
付
け

は
な
か

な
か
難

し
そ

う
で
あ

る
。
同
じ
箇
所

に
刃

先
が
振

り
込

め
な

い
の

で
あ

る
。

し
か

し
要
領

を
得

る
と
十

分
使
え

る
木
杭

が
出
来

た
。

 

１
１

時
半

前
に

な
る

と
役
職

者
組

が
、
丸

太
を
担

い
で
小
屋

前
に

下
り

て
来

ら
れ
午

前
の
作
業

は
終
了

。
  

 

鉄
楔

に
よ

る
丸

太
割

り
指

導
の

前
田

氏
 

新
人

・
木

杭
の

先
付

け
作

業
 

昼
食

は
、
全
員

熊
野
古
道
弁
当
(
新

宮
・

お
む

す
び
一

郎
)
に

す
る

。
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新
人

に
申

し
訳

な
い

が
缶

ビ
ー

ル
で
乾

杯
。

こ
れ

ま
で
水
槽

で
冷

や
し

た
約

１
０

前
後

の
缶

ビ
ー

ル
を
飲

ん
で

い
た

の
で

、
河

野
さ

ん
の

お
陰

で

適
温

に
冷
え

た
ビ

ー
ル

は
、
五
臓
六
腑

に
い

き
わ

た
り

実
に

う
ま

い
。

 

１
３

時
前

よ
り

、
新
人

組
は

生
熊

・
城

内
・

河
野

氏
指
導

で
水
場
径

・
 

道
普
請

の
段
差
改
修

。
役
職

組
は

、
水
汲
み

後
補
給

路
の
道
普
請

。
 

補
給

路
道
普
請

を
担
当

す
る

川
島

、
瀧

本
・

前
田

、
青

木
氏

は
、
水
汲

み
の
間

に
道
具

、
部

材
を
準
備

す
る

。
 

役
職

者
を

２
班

に
分
け
小
屋

寄
り
補
給

路
は

瀧
本

さ
ん

、
鉄
塔

下
を

青

木
・

前
田

が
担
当

す
る

。
川

島
は
全
般

と
そ

の
中
間

を
受
け
持
つ

。
鉄
塔

下
の
補
給

路
は

、
１

４
時

半
過

ぎ
に
改
修

を
終
え

、
休

憩
に
小
屋

に
戻

る

と
、
水
場
径

の
段
差
改
修
(
約

１
５
段
)
を
終
え

た
新
人

組
も
戻

っ
て

い
る

。
 

こ
の
道
普
請

は
、

こ
こ

を
通

る
者

が
安
全

で
歩

き
易

く
す

る
行
為

で
あ

り
、

こ
れ

が
利
他

行
に

な
る

。
 

休
憩

後
は

、
役
職

者
は
補
給

路
３
箇
所

の
未
完

の
改
修
作
業
へ

。
 

 
 

小
屋

寄
り

補
給

路
道

普
請

の
箇

所
に

立
つ
 

 
鉄

塔
下

の
改

修
を

検
分

す
る

 

新
人

組
は

、
前

田
・

川
島

と
間
伐

材
の
尾
根
へ

の
引

上
げ

と
・
運
搬
作

業
を

す
る

。
 

滑
車

・
ロ

ー
プ

で
２

１
～

３
本
引

き
上
げ

る
が

、
元
気

な
新
人
達

は
二

人
で
担

い
で
尾
根

に
運
び

上
げ

る
。

 

引
揚
げ

た
丸

太
は

、
坂

上
ま

で
小
脇

に
抱
え

て
運
ぶ

者
、
二
人

で
運
ぶ

者
達

に
よ

っ
て
約

８
本
移
動

し
積
み

上
げ

る
。
そ

の
後

、
坂

の
途
中

に
積

み
置

き
さ

れ
た
丸

太
は

、
急

な
傾
斜

な
の

で
二
人

で
運
べ
ず

、
丸

太
の
片

方
を

ロ
ー
プ

で
結
び
小
脇

に
抱
え

る
よ

う
に

ロ
ー
プ

を
肩

に
か
け
丸

太
を

引
き
ず

っ
て
管
理
棟
近

く
の
尾
根
鞍

部
に

下
ろ

す
。

前
回

分
と

合
わ

せ
て

間
伐

材
約

１
５

本
が
集
荷

出
来

た
。

 

 
 

坂
上

で
集

荷
し

終
え

た
新

人
組

 
 

 
坂

下
鞍

部
で

作
業

終
了

の
新

人
組

 

１
６

時
１

０
分

過
ぎ

に
本

日
の
作
業

は
終
了

。
水
槽

の
水

で
手

を
洗

い
、

着
替
え

を
す

る
。

 

１
６

時
半

過
ぎ
か

ら
管
理
棟

の
室

内
案

内
と
建
築

の
い

き
さ
つ

を
説

明
。

１
７

時
前
か

ら
小
屋

で
、

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
が
南
奥
駈
道

と
の

関
わ

り
の
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い
き

さ
つ

、
小
屋
建
設

の
決

意
、
小
屋
建
設

の
課
題
①
水
場

の
確
保
②
敷

地
の
選

定
と
借
地

交
渉
③
建
設
資
金
集

め
④
敷
地
造

成
の
労
力
⑤

ヘ
リ
荷

揚
⑥
建
設

を
引

き
受
け

て
く

れ
る
棟
梁

。
に
つ

い
て

の
奮

闘
の
一

部
話

す
。

資
金
集

め
で
当

時
ア

ル
ミ
缶

回
収
担
当

者
だ

っ
た

大
江

さ
ん

が
、
苦
労
話

を
し

て
下

さ
り

１
７

時
半

過
ぎ

に
講
話

を
終
了

。
 

新
人

は
ノ

ン
ア

ル
コ

ー
ル

で
、

斉
藤
工
場

長
の

発
声

で
乾

杯
。
夕

食
の

豪
勢

な
バ

ー
ベ
キ
ュ

ー
と

な
る

。
 

今
宵

こ
う

し
て
飲

め
た

の
は

・
・

・
に

よ
る
歌

に
よ

る
自

己
紹

介
に
始

ま
り

、
二

代
目

の
雀

の
学
校

、
日
立

ト
ン
コ
節

、
新

宮
山

彦
五
万
節

等
場

を
盛

り
上
げ

る
が

、
新
人

に
は
馴
染
み

が
な

く
聞

い
て

い
る
だ
け

で
あ

り
、

今
後

の
検
討
課
題

で
あ

る
。
疲

れ
も
あ

り
２

０
時

半
過

ぎ
に
就
寝

と
す

る
。
 

 
 

大
分

出
来

上
が

っ
て

来
た

か
な

 
 

 
バ

ー
ベ

キ
ュ

ー
肉

焼
き

番
？

の
新

人
 

６６ ６６
月月 月月
１１ １１
日日 日日
(( ((
日日 日日
)) ))     

薄
着

で
も
寒

く
無

く
、
良

く
寝

れ
た

と
思

っ
た

ら
、
気
温

１
８
℃
も
あ

る
。
今

は
４

時
半

に
な

る
と

明
る

く
、

日
の

出
は

５
時

前
後

で
あ

る
。

 

５
時

過
ぎ

に
起

き
、
起

き
た

者
か

ら
毛

布
を

た
た
み

、
夜

明
け

の
コ

ー

ヒ
ー

を
賞
味

す
る

。
え

ん
ど

う
豆
ご
飯

、
味
噌
汁

、
卵
焼

き
、

た
ら

こ
、

干
物
味
醂
干

し
、

サ
ラ
ダ

、
煮
豆

、
梅
干

、
漬
物

と
十

分
な
量

で
あ

り
、

残
ら

な
い

様
に

と
一

部
強
制
割

り
当

て
の

食
事

に
な

る
。

食
器

は
、

ロ
ー

ル
紙

で
拭

き
水

の
節
約

を
実
践

す
る

。
 

８
時

前
か

ら
行
仙
岳
へ

の
奥
駈
道

の
散
策

に
行

く
。
世
界
遺
産

「
紀
伊

山
地

の
霊
場

と
参
詣
道

」
で
あ

る
が

、
こ

こ
だ
け

が
修
験

の
道

で
あ

る
。

 

新
人

の
一
人

は
、
皆

の
カ
ラ

ー
み
か

ん
、
コ
カ
コ

ー
ラ

ー
、

お
茶

を
背

負
子

に
付
け

登
る

。
生

熊
・

青
木

、
滝

本
・

前
田

氏
は

、
白
谷

ト
ン
ネ

ル

東
口
へ

の
登

山
路

を
塞

い
だ
倒

木
の
捲
道

に
、
桟

木
の

木
杭
止

め
と
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
切

り
残

し
分

の
処
置

の
為

、
大
ハ

ン
マ

ー
、

木
杭

、
チ
ェ

ー
ン

ソ
ー

を
持

っ
て

登
る

。
頂

上
に

８
時

半
に

着
く

。
南
奥
駈
道

の
北
方

の
山

並
み

が
一
望

出
来

、
釈
迦
ヶ
岳

の
三
角
錐

が
良

く
判

る
が

、
黄
砂

の

影
響

で
か

す
ん

で
い

る
。

 

 
 

行
仙

岳
に

て
記

念
撮

影
 

 
 

 
倒

木
を

皆
で

取
り

除
く
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行
仙
岳

よ
り
怒

田
ノ

宿
へ

と
下

る
。

こ
こ

の
段
差

は
、
霜
柱

で
浮

き
あ

が
り

、
毎
春

大
ハ

ン
マ

ー
に

て
叩

き
直

す
補
修

が
必
要

で
あ

る
。

 

途
中

に
倒

木
が
あ

り
皆

で
取

り
除

く
、
そ

の
下

の
倒

木
は

太
く
チ
ェ

ー

ン
ソ

ー
で
切

る
必
要

が
あ

り
、

河
野

氏
が
戻

り
白
谷

ト
ン
ネ

ル
へ

の
登

山

道
に
あ

る
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
を

取
り

に
行

っ
て

下
さ

る
。

こ
の
奥
駈
道

は
、

修
験
道

な
の

で
必
要
最
低
限

の
補
修

に
留

め
て

い
る

。
 

 
 

 

行
仙

岳
北

面
の

捲
道

分
岐

に
て

 
 

 
 

下
山

前
・

佐
田

ノ
辻

で
記

念
撮

影
 

捲
道

分
岐

よ
り

行
仙
岳

を
捲

い
て
９

時
半

前
に

行
仙

宿
に
戻

る
。

 

新
人

は
、
率

先
し

て
室

内
清
掃

と
ト

イ
レ
掃
除

を
し

て
い

る
。

 

早
速

、
下

山
準
備

を
し

て
頂

き
、
「
一

日
半

の
作
業
体
験
研
修

は
無

事
終

了
し

ま
し

た
。
苦

し
い
体
験
ほ
ど
印
象

に
残

る
と
思

い
ま

す
。
補
給

路
道
普

請
さ

れ
ま

し
た

の
で

、
電
源

開
発

㈱
寄

贈
の
缶
パ

ン
を
間

食
に

し
て
帰
宅

し

て
下

さ
い

と
手

土
産

を
渡

す
。

ま
た

の
機
会

に
こ

の
南
奥
駈
道

に
お
越

し
下

さ
い

。
下

山
後

の
道
中

が
長

い
の

で
気

を
つ
け

て
帰
宅

し
て

下
さ

い
」

と
挨

拶
す

る
。

 

最
後

に
研
修

を
支
え

て
く

れ
た
当

ぐ
る

ー
ぷ
員

に
お
礼

の
言
葉

を
か
け

て
頂

き
研
修

を
終
了

す
る

。
 

㈱
斉

藤
鐵
工
所

・
フ

ジ
ポ

リ
マ

ー
㈱

の
皆

さ
ん

は
、
ご
み

、
空

き
缶

を

持
っ

て
１

０
時

に
下

山
さ

れ
、

ま
た

の
お
越

し
を

、
ご
苦
労

様
で

し
た

と

声
か
け

と
握
手

で
別

れ
る

。
 

１
０

時
１

５
分

河
野

氏
下

山
。

 

我
々

は
、
缶
パ

ン
で
昼

食
の

予
定

で
あ

っ
た

が
、

新
人
達

が
清
掃

を
し

て
く

れ
た

の
で

、
す

る
作
業
も

な
く

な
り

、
ゆ

っ
く

り
す

る
青

木
氏

を
残

し
、

瀧
本

、
新

宮
組

は
１

０
時

４
５

分
下

山
す

る
。

下
山

す
る

と
下
界

は

本
当

に
暑

い
。
滅
多

に
な

い
１

３
時

前
に
帰
宅

す
る

。
 

最
後

に
、

社
会
人

の
新
人
研
修

と
し

て
踏
み
切

っ
て
頂

い
た

㈱
斉

藤
鐵

工
所
並
び

に
フ

ジ
ポ

リ
マ

ー
㈱

様
に
感
謝
申

し
上
げ

ま
す

。
 

当
ぐ

る
ー

ぷ
も

後
継

者
が
不
足
気
味

で
、

こ
の

機
会

に
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

で
参

加
し

て
く

れ
る
若

者
が
一
人

で
も
増
え

れ
ば

幸
い

で
す

。
。

 

初
め

て
の

新
人
研
修

で
あ

り
、

反
省
点

や
課
題
も
あ

り
今

後
の
検
討
課

題
と

し
て

取
り

組
ん

で
行

く
所
存

で
す

。
 

 
 

 

◇◇ ◇◇
本
行
事

本
行
事

本
行
事

本
行
事
で
の

で
の

で
の

で
の
寄
贈
品

寄
贈
品

寄
贈
品

寄
贈
品
 

㈱㈱ ㈱㈱
斉
藤
鐵
工
所

斉
藤
鐵
工
所

斉
藤
鐵
工
所

斉
藤
鐵
工
所

；
缶

ビ
ー

ル
１
箱
+
御
礼

１
０
万
円

。
 

フ
ジ
ボ
リ
マ
ー

フ
ジ
ボ
リ
マ
ー

フ
ジ
ボ
リ
マ
ー

フ
ジ
ボ
リ
マ
ー
㈱
；

㈱
；

㈱
；

㈱
；
缶

ビ
ー

ル
１
箱
+
御
礼

３
万
円

。
 

 
 

河
野
芳
宏

河
野
芳
宏

河
野
芳
宏

河
野
芳
宏

；
缶

ビ
ー

ル
２
箱

。
 

山
上
皓
一
郎

山
上
皓
一
郎

山
上
皓
一
郎

山
上
皓
一
郎

；
毛

布
１

２
枚

。
 

大
江
加
予
子

大
江
加
予
子

大
江
加
予
子

大
江
加
予
子

；
缶

ビ
ー

ル
１
箱

。
 

 

新
宮
山
彦

新
宮
山
彦

新
宮
山
彦

新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ

ぐ
る
ー
ぷ

ぐ
る
ー
ぷ

ぐ
る
ー
ぷ

；
缶

ビ
ー

ル
１
箱
+
熊

野
三

山
４

合
瓶

・
２

本
。

 

尚
、

野
菜

・
果
物

・
な
ど

の
食

材
は

、
省
略

さ
せ

て
頂

き
ま

し
た

。
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